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判
例
研
究

昭 甲
不日   !

い
わ
ゆ
る
中
間
省
略
相
続
登
記
の
更
正
方
法
に
関
す
る
事
例

（最
高
裁
平

成

一
二
年

一
月
二
七
日

第

一
小
法
廷
判
決

平
成

一
一
年

（オ
）
第
七
七

三
号

所
有
権
移
転
登
記
抹
消
登
記
手
続
請
求
事
件
　
判
時

一
七
〇
二
号
八

四
頁
、
金
判

一
〇
八
九
号
三
頁
、
判
夕

一
〇
二
五
号

一
一
四
頁
）渡

邊
　
　
拓

妻

（上
告
人
Ｌ
）

長
男
（上
告
人
Ｙ‐）
　

　

【
事
件
の
概
要
】

長
女
（上
告
人
Ｙ２）

本
件
不
動
産

（１
）
な
い
し
（４
）
は
、
も
と
甲
が
所
有
し
て
い
た
。

甲
は
、
昭
和
三
七
年

一
月
二
四
日
に
死
亡
し
た
。
甲
の
相
続
人
は
、
妻

（昭
和
五
二
年
九
月

一
一
日
死
亡
）
、
二
男

（乙
）、
長
女
、
三
男
被
上
告
人

Ｘ
及
び
二
女
で
あ

っ
た
。
乙
は
、
平
成
五
年
二
月
四
日
に
死
亡
し
、
上
告

人
Ｙ‐～
Ｙ３
ら
が
そ
の
相
続
人
で
あ
る
。

本
件
各
不
動
産
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
中
間
省
略
相
続
登
記
と
、
先
行

省
略
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

本
件
不
動
産

（１
）
平
成
五
年
八
月
五
日
受
付

「昭
和
二
七
年

一
月
二
四

七
三
二

甲

一
九
年
隠
居

昭
和
二
七
年
死
亡

二
男

（乙
）

平
成
五
年
死
亡

・̈　̈中一̈上告人Ｘ）

い
わ
ゆ
る
中
間
省
略
相
続
登
記
の
更
正
方
法
に
関
す
る
事
例
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日
乙
相
続
、
平
成
五
年
二
月
四
日
相
続
」
を
原
因
と
す
る
、
甲
か
ら
上
告

人
Ｙ‐
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記

（以
下

「本
件
登
記

（１
と
）。

本
件
不
動
産

（２
）
平
成
五
年
八
月
五
日
受
付

「昭
和

一
九
年
二
月
二
四

日
甲
家
督
相
続
、
昭
和
三
七
年

一
月
二
四
日
乙
相
続
、
平
成
五
年
二
月
四
日

相
続
」
を
原
因
と
す
る
、
甲
１
か
ら
Ｙ‐
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記

（以
下

「本
件
登
記

（２
と
）。

本
件
不
動
産

（３
）
平
成
五
年
八
月
五
日
受
付
の
上
告
人
Ｙ‐
の
た
め
所
有

権
保
存
登
記

（以
下

「本
件
登
記

（３
と
）。

本
件
不
動
産

（４
）
平
成
五
年
八
月
五
日
受
付

「昭
和
二
七
年

一
月
二
四

日
乙
相
続
、
平
成
五
年
二
月
四
日
相
続
」
を
原
因
と
す
る
、
甲
か
ら
上
告

人
ヽ
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記

（以
下

「本
件
登
記

（４
と
）。

本
件
に
お
い
て
、
被
上
告
人
Ｘ
は
、
上
告
人
Ｙ‐
に
対
し
、
本
件
不
動
産

（
１
）
（２
）
に
つ
い
て
は
、
本
件
登
記

（１
）
（２
）
を
、
昭
和
三
七
年

一

月
二
四
日
相
続
を
原
因
と
す
る
乙
の
持
分
を
四
分
の
三
、
被
上
告
人
Ｘ
の
持

分
を
四
分
の
一
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
及
び
平
成
五
年
二
月
四
日
相
続
を

原
因
と
す
る
乙
か
ら
上
告
人
Ｙ‐
へ
の
持
分
全
部
移
転
登
記
に
、
本
件
不
動
産

（
３
）
に
つ
い
て
は
、
本
件
登
記

（３
）
を
、
乙
の
持
分
を
四
分
の
三
、
被

上
告
人
Ｘ
の
持
分
を
四
分
の

一
と
す
る
所
有
権
保
存
登
記
及
び
平
成
五
年
二

月
四
日
相
続
を
原
因
と
す
る
乙
か
ら
上
告
人
Ｙ‐
へ
の
特
分
全
部
移
転
登
記
に
、

七
三
四

そ
れ
ぞ
れ
改
め
る
と
の
更
正
登
記
手
続
を
す
る
よ
う
求
め
、

上
告

人
Ｙ２
に
対
し
、
本
件
不
動
産

（４
）
に
つ
い
て
、
本
件
登
記

（４
）
を
、
昭

和
三
七
年

一
月
二
四
日
相
続
を
原
因
と
す
る
乙
の
持
分
を
四
分
の
二
、
被
上

告
人
Ｘ
の
持
分
を
四
分
の
一
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
及
び
平
成
五
年
三
月

四
日
相
続
を
原
因
と
す
る
乙
か
ら
上
告
人
Ｙ２
へ
の
持
分
全
部
移
転
登
記
に
改

（
１
）

め
る
と
の
更
正
登
記
手
続
を
す
る
よ
う
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
上
告
人
Ｙ
ら
は
、
本
件
不
動
産

（１
）
な
い
し

（４
）
に

つ
き
乙
の
単
独
所
有
と
す
る
旨
の
遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し
、
又
は
取
得
時

効
が
完
成
し
た
旨
主
張
し
た
が
、
原
審
は
、
右
主
張
は
い
ず
れ
も
認
め
ら
れ

な
い
と
し
て
、
右
各
不
動
産
に
つ
い
て
の
前
記
更
正
登
記
手
続
請
求
を
認
容

し
た
。
Ｙ
ら
か
ら
上
告
。

【
判
旨
】

一　
更
正
登
記
は
、
錯
誤
又
は
遺
漏
の
た
め
登
記
と
実
体
関
係
の
間
に
原
始

的
な
不

一
致
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
不

一
致
を
解
消
さ
せ
る
べ
く
既
存
登

記
の
内
容
の
一
部
を
訂
正
補
充
す
る
目
的
を
も
っ
て
さ
れ
る
登
記
で
あ
り
、

更
正
の
前
後
を
通
じ
て
登
記
と
し
て
の
同

一
性
が
あ
る
場
合
に
限
り
認
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
前
記
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、
本
件

不
動
産

（１
）
な
い
し

（４
）
に
つ
い
て
は
、
本
件
登
記

（１
）
な
い
し



（４
）
と
被
上
告
人
Ｘ
が
求
め
る
更
正
登
記
手
続
に
よ
る
更
正
後
の
登
記

と
の
間
に
同

一
性
が
な
く
、
右
更
正
登
記
手
続
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
、
本
件
登
記

（１
）
な
い
し

（３
）
の
登

記
名
義
人
は
上
告
人
Ｙ‐
で
あ
り
、
本
件
登
記

（４
）
の
登
記
名
義
人
は
上

告
人
Ｙ２
で
あ
る
の
に
対
し
、
被
上
告
人
Ｘ
が
求
め
る
更
正
登
記
手
続
は
、

こ
れ
に
よ
り

一
旦
登
記
名
義
人
を
い
ず
れ
も
乙
及
び
被
上
告
人
Ｘ
と
す
る

も
の
で
あ
る
上
、　
一
個
の
登
記
を
二
個
の
登
記
に
更
正
す
る
も
の
で
あ

っ

て
、
登
記
名
義
人
及
び
登
記
の
個
数
の
点
に
お
い
て
登
記
と
し
て
の
同

一

性
を
欠
く
か
ら
で
あ
る
。

一
一　
と
こ
ろ
で
、
記
録
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
、
被
上
告
人
Ｘ
は
、
登

記
簿
上
は
上
告
人
Ｙ‐又
は
同
じ
の
単
独
所
有
に
係
る
も
の
と
し
て
権
利
関

係
が
表
示
さ
れ
て
い
る
本
件
不
動
産

（１
）
な
い
し

（４
）
に
つ
き
、
被

上
告
人
Ｘ
の
現
在
の
持
分
四
分
の
一
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
是
正
を
求
め
て

い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
請
求
が
意
図
す
る
と
こ

ろ
は
、
本
件
不
動
産

（１
）
（２
）
（４
）
に
つ
い
て
は
、
被
上
告
人
Ｘ
の

持
分
を
四
分
の

一
と
し
、
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
原
因
と
す
る
所
有

権

一
部
移
転
登
記
手
続
を
求
め
て
お
り
、
本
件
不
動
産

（３
）
に
つ
い
て

・
―ま
、
本
件
登
記

（３
）
を
上
告
人
Ｙ‐
の
持
分
を
四
分
の
三
、
被
上
告
人
Ｘ

の
持
分
を
四
分
の
一
と
す
る
所
有
権
保
存
登
記
に
更
正
登
記
手
続
を
す
る

い
わ
ゆ
る
中
間
省
略
相
続
登
記
の
更
正
方
法
に
関
す
る
事
例

こ
と
を
求
め
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
被
上
告
人
Ｘ
の
請
求
は
、

右
の
趣
旨
の
も
の
と
し
て
認
容
す
べ
き
で
あ
る
。

一　

問
題
の
所
在

本
件
の
事
件
自
体
は
、
遺
産
分
割
協
議
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
遺
産
分
割
協
議
の
成
立
は
、
原
審
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
そ

の
点
に
関
す
る
上
告
も
退
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
登
記
の
更
正
方
法
に
つ
い

て
原
審
と
最
高
裁
と
の
間
で
見
解
が
異
な
っ
た
た
め
、
職
権
で
、
最
高
裁
が

判
断
を
下
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
の
こ
と
の
発
端
は
、
甲

（な
い
し
甲
‥）
か
ら
Ｙ
ら
へ
の
中
間
省
略

登
記
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
中
間
省
略
登
記
は
、
中
間
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
有
効
で
あ
る

こ
と
は
判
例
上
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
の
登
記
実
務
に
お
い
て

は
、
中
間
者
の
同
意
書
を
添
付
し
て
も
申
請
を
受
理
し
て
い
な
（鹿
″
甲
↓
乙

↓
丙
と
順
次
相
続
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
甲
↓
乙
、
乙

↓
丙
の
二
段
の
相
続
登
記
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
便
宜

的
取
り
扱
い
と
し
て
こ
れ
ら
二
個
の
登
記
を

一
個
の
登
記
申
請
に
よ
っ
て
認

七
三
五
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め
る
こ
と
が
実
務
上
お
こ
な
わ
れ
て
」
和
。）
中
間
の
相
続
が
単
独
相
続
で
あ

る
場
合
に
は
、
中
間
の
相
続
を
省
略
し
て
も
中
間
の
単
独
相
続
人
の
権
利
を

害
す
る
恐
れ
は
な
く
、
ま
た
最
終
相
続
人
に
よ
る
相
続
登
記
が
実
体
関
係
に

合
致
し
て
い
る
以
上
取
引
の
安
全
を
害
す
る
恐
れ
も
な
い
。
ま
た
、
本
件
の

よ
う
に
登
記
原
因
と
し
て

「〇
〇
年
家
督
相
続
、
〇
〇
年
相
続
」
と
い
う
記

載
を
す
れ
ば
、
権
利
変
動
の
過
程
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
中
間
が
単
独
相
続
の
場
合
の
み
で
あ
る
。
Ａ
↓
Ｂ
↓
Ｃ

と
相
続
さ
れ
、
登
記
名
義
を
Ａ
↓
Ｃ
に
移
す
移
転
登
記
、
あ
る
い
は
、
Ａ
↓

Ｂ
↓
Ｃ

・
Ｄ

（共
有
）
と
い
う
相
続
の
場
合
に
、
Ａ
↓
Ｃ

・
Ｄ

（共
有
）
と

い
う
移
転
登
記
申
請
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
間
に
共

同
相
続
が
絡
む
場
合
に
は
こ
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
Ａ
↓
Ｂ

・
Ｃ

（共
有
）、
Ｂ
↓
Ｄ

（持
分
相
続
）
、
Ｃ
↓
Ｅ

（持
分
相
続
）
と
相
続
が
行
わ

れ
た
場
合
に
、
Ａ
↓
Ｄ

・
Ｅ

（共
有
）
と
い
う
移
転
登
記
は
許
さ
れ
な
い
と

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

は

、

Ａ

↓

Ｂ

↓

Ｄ

と

、

Ａ

↓

Ｃ

↓

Ｅ

と

い

う

二

つ
の

異

な
る
系
統
の
登
記
が
あ
り
、
こ
れ
を

一
個
の
登
記
で
す
る
と
登
記
記
載
事
項

（
４
）

が
複
雑
に
な
り
、
公
示
の
明
確
性
を
失
す
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

本
件
に
お
い
て
も
、
上
告
人
Ｙ
ら
は
、
本
件
各
不
動
産
に
つ
い
て
は
乙
単

独
相
続
の
遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
し
て
、
甲
↓
Ｙ
の
移
転
登
記

を
行

っ
た
。
し
か
し
、
遺
産
分
割
に
つ
い
て
は
原
審
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た

七
一三
ハ

た
め
、
甲
の
相
続
人
は
、
乙
だ
け
で
は
な
く
、
被
上
告
人
Ｘ
も
存
在
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
甲
↓
Ｙ
と
い
う
移
転
登
記
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と

な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
実
体
に
合
わ
な
い
登
記
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
は

そ
れ
を
是
正
す
る
登
記
を
求
め
る
請
求
権
を
有
す
る
。
是
正
す
る
方
法
と
し

（
５
）

て
は
、
次
の
三

つ
が
考
え
ら
れ
る
。

Ｏ
現
在
の
Ｙ
ら
の
単
独
所
有
の
登
記
を
全
部
抹
消
し
、
新
た
に
移
転
登
記
を

し
直
す
。

⑤
更
正
登
記
に
よ

っ
て
Ｘ
と
Ｙ
ら
の
共
有
に
直
す
。

③
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記
に
よ
っ
て
、
Ｘ
の
持

分
を
Ｙ
ら
か
ら
Ｘ
名
義
に
移
す
。

本
件
で
は
、
Ｘ
は
、
主
位
的
請
求
と
し
て
⑥
を
、
予
備
的
請
求
と
し
て
⑤

に
よ
る
方
法
を
主
張
し
た
が
、
最
高
裁
は
結
局
、
⑥
の
方
法
に
よ
る
是
正
を

認
め
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
当
事
者
が
当
初
求
め
て
い
た
更
正
登
記
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に

認
め
ら
れ
、
本
件
で
は
な
ぜ
、
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



二
　
更
正
登
記

更
正
登
記
と
は
、
す
で
に
存
在
す
る
登
記
に
つ
き
、
そ
の
当
初
の
登
記
手

続
に
お
い
て

「錯
誤
又
は
遺
漏
」
が
あ
っ
た
た
め
に
、
登
記
と
実
体
関
係
の

間
に
原
始
的
な
不

一
致
が
あ
る
場
合
に
、
こ
の
不

一
致
を
解
消
せ
し
む
る
べ

く
既
存
登
記
の
内
容
の
一
部
を
訂
正

ｏ
補
充
す
る
目
的
を
持

っ
て
な
さ
れ
る

（
６
）

登
記
で
あ
る
。

（
７
）

１
　
要
件

①

「登
記
二
付
キ
錯
誤
又

ハ
遺
漏
」
の
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に

「錯
誤
」

と
は
、
登
記
上
本
来
な
さ
れ
る
べ
き
真
正
の
記
載
を
欠
い
て
、
代
わ
り
に
、

積
極
的
に
誤

っ
た
記
載
が
あ
る
場
合
を
言
い
、
「遺
漏
」
と
は
、
単
に
消
極

的
に
真
正
な
記
載
を
欠
く
に
と
ど
ま
る
場
合
を
い
う
。

②
当
該
登
記
事
項
の

一
部
に
つ
い
て
の

「錯
誤
又
ハ
遺
漏
」
で
あ
る
こ
と
。

不
完
全
で
あ
っ
て
も

一
応
所
定
の
登
記
と
し
て
の
効
力
が
認
め
ら
れ
て
、
は

じ
め
て
更
正
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
登
記
全
部
の
遺
漏
や
錯
誤
は
新
た
な

登
記
請
求
あ
る
い
は
抹
消
登
記
の
問
題
と
な
る
。

い
わ
ゆ
る
中
間
省
略
相
続
登
記
の
更
正
方
法
に
関
す
る
事
例

③
登
記
と
実
質
関
係
の
不

一
致
が
当
初
の
登
記
手
続
に
お
い
て
生
じ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。
登
記
完
了
後
に
生
じ
た
場
合
に
は
変
更

・
抹
消
登
記
の
間

題
と
な
る
。

④
錯
誤
、
遺
漏
の
生
じ
た
原
因
は
、
当
事
者
の
過
誤
に
基
づ
く
と
、
登
記

官
の
過
誤
に
基
づ
く
と
を
問
わ
な
い
。

⑤
錯
誤
、
遺
漏
は
、
当
該
登
記
の
完
了
後
に
訂
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。
登
記
完
了
前
に
発
見
し
た
と
き
は
、
未
だ
公
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

第
二
者
を
害
す
る
恐
れ
は
な
く
、
登
記
官
は
単
な
る
字
句
修
正
に
よ
っ
て
誤

り
を
修
正
で
き
る
。

⑥
既
存
の
登
記
が
更
正
に
よ
っ
て
現
出
さ
る
べ
き
登
記
、
す
な
わ
ち
実
質

関
係
と
の
間
に
同

一
性
を
表
示
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
更
正
の
前
後
で
同

一
性
が
要
求
さ
れ
る
理
由

判
旨
に

「本
件
不
動
産

（１
）
な
い
し

（４
）
に
つ
い
て
は
、
本
件
登
記

（１
）
な
い
し

（４
）
と
被
上
告
人
Ｘ
が
求
め
る
更
正
登
記
手
続
に
よ
る
更

正
後
の
登
記
と
の
間
に
同

一
性
が
な
い
」
と
あ
る
様
に
、
本
判
決
は
⑥
の

「同

一
性
」
の
要
件
が
欠
け
る
と
し
て
更
正
登
記
を
認
め
な
か
っ
た
。

で
は
な
ぜ
、
更
正
登
記
に
は
同

一
性
が
要
件
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
る
の

七
三
七
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で
あ
ろ
う
か
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
更
正
登
記
と
は
、
そ
も
そ
も
、
全
く
無
効
な
登
記
を

有
効
に
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、　
一
応
は
有
効
な
も
の
と
し
て
成
立
し

て
い
る
登
記
の

一
部
に
、
実
体
と
原
始
的
な
不

一
致
が
あ
る
場
合
に
そ
れ
を

是
正
す
る
こ
と
で
全
体
と
し
て
有
効
な
登
記
と
す
る
手
続
で
あ
る
。
ゆ
え
に

更
正
の
前
後
を
通
じ
て
同

一
性
を
保
持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、

更
正
前
後
で
同

一
性
を
失
う
登
記
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
更
正
登
記
に

（８
）

よ
る
べ
き
で
は
な
く
、
抹
消
登
記
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
更
正
登
記
が
自
由
に
で
き
る
と
、
実
質
的
に
は
実
体
関
係
を
表

示
し
な
い
無
効
な
登
記
が
流
用
さ
れ
た
り
、
結
果
的
に
二
重
登
記
が
現
出
さ

（９
）

れ
た
り
し
て
、
第
二
者
が
不
測
の
損
害
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

ど
の
よ
う
な
場
合
に
同

一
性
が
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
結
局
の
と

こ
ろ
、
各
種
登
記
の
様
式
等
か
ら
み
て
、
登
記
簿
面
を
不
必
要
に
混
乱
さ
せ

る
こ
と
な
く
読
み
に
く
く
す
る
こ
と
な
し
に
過
去
の
登
記
面
を
是
正
す
る
に

は
、
い
か
な
る
種
類

・
形
態
の
登
記
を
用
い
る
の
が
合
理
的
か
と
い
う
こ
と

（
１０
）

に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

３
　
判
例

ｏ
先
例
で
、
同

一
性
が
認
め
ら
れ
た
例

七
三
八

【
１
１
①
】
物
権
変
動
自
体
に
つ
い
て
は
錯
誤
や
遺
漏
は
な
い
が
、
登
記
原

（ｎ
）

因
に
誤
り
の
あ
る
場
合
。

【
１
１
②
】
抵
当
権
設
定
登
記
に
お
い
て
被
担
保
債
権
の
発
生
原
因
に
つ
い

（
‐２
）

て
の
記
載
を
遺
漏
し
た
場
合
。

【
１
１
③
】
抵
当
権
設
定
登
記
に
お
い
て
被
担
保
債
権
の
債
務
者
が
設
定
者

以
外
の
者

（物
上
保
証
人
）
で
あ
る
の
に
設
定
者
自
身
を
債
務
者
と
し
て
表

（Ｂ
）

示
し
た
場
合
。

【
１
１
④
】
共
有
持
分
の
移
転
登
記
に
お
い
て
持
分
の
記
載
に
誤
り
が
あ
る

（
‐４
）

場
合
。

【
１
１
⑤
】
登
記
さ
れ
た
権
利
の
具
体
的
内
容
や
範
囲
を
示
す
記
載
に
錯
誤

・

（
・５
）

遺
漏
が
あ
る
場
合
。

特
に
共
有
の
場
合
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
判
例

・
先
例
が
あ
る
。

【
１
１
⑥
】
甲
乙
が
共
同
相
続
し
た
不
動
産
に
つ
い
て
乙
が
単
独
の
所
有
権

移
転
登
記
を
し
た
場
合
、
乙
の
単
独
所
有
の
登
記
を
甲
乙
の
共
有
名
義
に
更

（
‐６
）

正
登
記
が
で
き
る
。

【
１
１
⑦
】
甲
乙
が
共
同
相
続
し
た
不
動
産
を
乙
が
単
独
相
続
の
登
記
を
し
、

そ
れ
を
丙
に
譲
渡
し
た
場
合
、
甲
は
丙
に
対
し
て
自
己
の
持
分
に
つ
い
て

一

（‐７
）

部
抹
消

（更
正
）
登
記
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



【
１
１
③
】
甲
乙
共
有
名
義
の
登
記
を
甲
の
単
独
名
義
の
登
記
へ
、
甲
単
独

名
義
の
登
記
を
甲
乙
共
有
名
義
の
登
記
へ
と
更
正
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き

（‐８
）

Ｚ
つ
。４

　
更
正
登
記
が
認
め
ら
れ
な
い
例

（
‐９
）

【
２
１
①
】
全
部
遺
漏
ま
た
は
全
部
錯
誤
の
場
合
。

（２０
）

【
２
１
②
】
権
利
の
客
体
で
あ
る
不
動
産
を
誤
っ
た
場
合
。

，
　

（２‐
）

【
２
１
③
】
登
記
の
対
象
と
な
る
権
利
の
種
類
を
誤

っ
た
場
合
。

【
２
１
④
】
登
記
名
義
人
を
甲
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
乙
と
記
載
し
た
場
合
に

（
２２
）

は
原
則
と
し
て
更
正
登
記
を
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
を
認
め
る
と
、
登
記
官

に
は
形
式
的
審
査
権
し
か
な
い
た
め
、
関
係
者
の
馴
れ
あ
い
で
、
登
記
名
義

人
が
更
正
登
記
を
濫
用
し
て
権
利
移
転
登
記
の
代
用
に
す
る
と
い
う
弊
害
が

（２３
）

で
る
。

こ
れ
ら
の
場
合
に
は
い
ず
れ
も
抹
消
登
記
あ
る
い
は
真
正
な
登
記
名
義
の

回
復
に
基
づ
く
移
転
登
記
の
可
否
が
問
題
と
な
る
。

５
　
最
高
裁
の
判
断

い
わ
ゆ
る
中
間
省
略
相
続
登
記
の
更
正
方
法
に
関
す
る
事
例

こ
こ
で
、
も
う

一
度
、
最
高
裁
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
同

一
性
を
否
定
し

た
の
か
を
み
て
み
よ
う
。

原
審
は
、
「
甲
↓
Ｙ
」
の
移
転
登
記
を
、
い
っ
た
ん
、
「
甲
↓
乙

ｏ
Ｘ
」
の

共
有
の
登
記
に
更
正
し
、
さ
ら
に
乙
の
持
分
に
つ
い
て

「
乙
↓
Ｙ
」
の
持
分

移
転
登
記
に
更
正
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
は
、
「
本

件
登
記

（
１
）
な
い
し

（３
）
の
登
記
名
義
人
は
上
告
人
Ｙ
‐
で
あ
り
、
本
件

登
記

（
４
）
の
登
記
名
義
人
は
上
告
人
■
で
あ
る
の
に
対
し
、
被
上
告
人
Ｘ

が
求
め
る
更
正
登
記
手
続
は
、
こ
れ
に
よ
り

一
旦
登
記
名
義
人
を
い
ず
れ
も

乙
及
び
被
上
告
人
Ｘ
と
す
る
も
の
で
あ
る
上
、　
一
個
の
登
記
を
二
個
の
登
記

に
更
正
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
登
記
名
義
人
及
び
登
記
の
個
数
の
点
に
お
い

て
登
記
と
し
て
の
同

一
性
を
欠
く
」
こ
と
を
理
由
に
更
正
登
記
を
認
め
な
か
っ

た
。
こ
の
理
由
付
け
は
次
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

理
由
Ｉ
　

「
甲
↓
Ｙ
」
の
移
転
登
記
を

「
甲
↓
乙

・
Ｘ
」
の
共
有
の
登
記

に
更
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
登
記
名
義
人
が

「
Ｙ
」
ら
か
ら

「
乙

・

Ｘ
」
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と

↓
登
記
名
義
人
の
点
で
同

一
性
が
な
い
。

理
由
Ⅱ
　

「
甲
↓
Ｙ
」
の

一
個
の
登
記
を
、
「甲
↓
乙

・
Ｘ
」
の
共
有
の

登
記
と

「
乙
↓
Ｙ
」
の
持
分
移
転
登
記
の
二
個
の
登
記
に
す
る
も

七
二
九
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の
で
あ
る
こ
と

↓
登
記
の
個
数
の
点
で
同

一
性
が
な
い
。

結
局
、
本
判
決
は
、
理
由
Ｉ
、
理
由
Ⅱ
を
合
わ
せ
て
本
件
登
記
に

「同

一

性
」
が
な
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

で
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
命
題
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
か
。

⑥

「登
記
名
義
人
が
全
く
異
な
る
場
合
に
は
、
登
記
に
同

一
性
は
認
め
ら

な
い
」
③

「
一
個
の
登
記
を
二
個
の
登
記
に
更
正
す
る
こ
と
は
同

一
性
を
欠
く
」

⑥
は
既
に
、
更
正
登
記
が
認
め
れ
ら
な
い
場
合
の
先
例

【
２
１
④
】
に
お

い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
命
題
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
③
の
命
題
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ

る
。
従
来
、
更
正
登
記
の
同

一
性
に
つ
い
て
登
記
の
個
数
は
あ
ま
り
問
題
に

さ
れ
て
お
ら
ず
、
単
に

一
個
の
登
記
を
複
数
の
登
記
に
更
正
す
る
こ
と
が
、

即
、
同

一
性
を
欠
く
こ
と
に
繋
が
る
か
ど
う
か
は
未
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
本
件
に
お
い
て
も
、
そ
も
そ
も

「甲
↓

七
四
〇

Ｙ
」
か
ら

「
甲
↓
乙

・
Ｘ
」

へ
の
更
正
登
記
が
登
記
名
義
人
の
点
で
同

一
性

を
満
た
さ
な
い
の
で
、
先
例
か
ら
す
れ
ば
、
理
由
Ｉ
だ
け
で
も
更
正
登
記
否

定
の
結
論
を
導
く
こ
と
は
可
能
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
そ
う
す
る
と
理
由
Ⅱ

か
ら
導
か
れ
る
命
題
③
が
単
独
で
成
り
立

つ
か
ど
う
か
は
未
だ
検
討
の
余
地

が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

６
　

一
段
の
更
正
登
記
の
可
能
性

で
は
、
本
件
に
お
い
て
、
「
甲
↓
Ｘ

・
Ｙ

（共
有
と

と
い
う

一
段
の
更
正

（２４
）

登
記
が
求
め
ら
れ
て
い
た
場
合
に
は
認
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
本
件
不
動

産

（
３
）
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
の
登
記
が
Ｙ‐
単
独
の
所
有
権
保
存
登
記

で
あ
り
、
こ
れ
を
、
Ｘ
と
の
共
有
名
義
の
所
有
権
保
存
登
記
に

一
段
で
更
正

す
る
こ
と
は
、
先
の
先
例
に
照
ら
し
て
も
、
本
件
最
高
裁
の
判
示
に
照
ら
し

て
も
問
題
な
い
と
い
え
る
。

問
題
は
本
件
不
動
産

（
１
）
（２
）
（
４
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
不
動
産
に

つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
来
な
ら
ば
、
「
甲
↓
乙

ｏ
Ｘ
」
と
、
「
乙

↓
Ｙ
」
と
い
う
相
続
登
記
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
は
ず
で
あ

っ
た
。

本
件
に
お
い
て
も
、
「
甲
↓
Ｘ

ｏ
Ｙ
」
の
所
有
権
移
転
登
記
に

一
段
で
更
正

（２５
）

で
き
る
と
の
見
解
も
あ
る
。
要
す
る
に
、
本
件
に
お
い
て
は
、
乙
単
独
の
所



有
権
取
得
の
登
記
が
誤
り
で
あ
り
、
実
体
的
に
は
乙
は
四
分
の
三
し
か
取
得

し
て
お
ら
ず
、
残
り
の
四
分
の

一
に
つ
い
て
は
無
効
な
登
記
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
登
記
を
基
礎
に
な
さ
れ
た
Ｙ
ら
の
登
記
も
四
分
の
三
を
超
え
る
部
分

に
つ
い
て
は
無
効
な
登
記
で
あ
る
と
い
う
。
従

っ
て
、
Ｙ
ら
の
単
有
の
所
有

権
の
登
記
を
、
Ｘ
四
分
の

一
、
Ｙ
四
分
の
三
の
持
分
の
共
有
の
登
記
に
更
正

（
２６
）

す
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
す
る
。
確
か
に
こ
れ
な
ら
ば
、
判
旨
の
い
う
登
記

名
義
人
の
点
で
も
、
登
記
の
個
数
の
点
で
も
同

一
性
を
害
さ
な
い
と
い
な
ど
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
中
間
省
略
相
続
登
記
と
は
い
っ
て
も
、
本
来

の
意
味
で
の
中
間
省
略
登
記
で
は
な
く
、
単
に

「
二
個
の
登
記
を
便
宜
上

一

個
の
申
請
」
で
済
ま
せ
る
こ
と
を
認
め
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
（物
）
本
件

の
場
合
は
、
そ
も
そ
も

一
個
の
相
続
登
記
で
済
ま
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ

た
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
実
体
関
係
に
合
致
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、

や
は
り
二
段
階
の
更
正
登
記
が
必
要
と
な
る
。
も
し
、　
一
段
の
更
正
登
記
を

認
め
る
と
、
結
局
、
登
記
実
務
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
、
間
に
共
同
相
続

が
絡
む
中
間
省
略
相
続
登
記
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
指
摘

（２９
）

も
な

さ
れ

て
い
る
。

〓
一　
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記

い
わ
ゆ
る
中
間
省
略
相
続
登
記
の
更
正
方
法
に
関
す
る
事
例

で
は
、
最
高
裁
が
更
正
登
記
の
代
わ
り
認
め
た

「
真
正
な
登
記
名
義
の
回

復
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
実
体
関
係
に
お
い
て
は
甲
↓
乙
と
い
う
所
有
権
の
移
転
が
行
わ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
記
面
に
お
い
て
は
甲
↓
丙
と
い
う
移
転
登
記
が

な
さ
れ
た
場
合
、
も
と
よ
り
こ
の
よ
う
な
登
記
は
無
効
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

乙
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
い
っ
た
ん
丙
名
義
の
所
有
権
移
転
登
記
の
抹
消
の

申
請
を
行
い
、
改
め
て
、
甲
↓
乙
の
所
有
権
移
転
登
記
を
行
う
の
が
筋
で
あ

る
。
し
か
し
、
判
例
で
は
、
大
審
院
時
代
か
ら
、
「
不
動
産
の
登
記
簿
上
の

所
有
名
義
人
は
真
正
の
所
有
者
に
対
し
そ
の
所
有
権
の
公
示
に
協
力
す
べ
き

義
務
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
真
正
の
所
有
者
は
所
有
権
に
基
づ
き
所

有
名
義
人
に
対
し
所
有
権
移
転
登
記
の
請
求
を
な
し
得
る
」
と
の
理
由
か
ら
、

真
正
な
登
記
名
義
人

へ
の
直
接
の
移
転
登
記
請
求
を
認
め
、
実
務
も
そ
れ
を

（３０
）

追
認
し
て
き
た
。

つ
ま
り
こ
の
場
合
、
抹
消
登
記
を
省
略
し
て
、
乙
は
丙
↓

乙
の
所
有
権
移
転
登
記
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
通
説
は
、
我
が
国
の
登
記
制
度
で
は
、
登
記
に
公
信
力
が

な
く
、
ま
た
登
記
官
に
実
質
的
審
査
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
不
動

産
取
引
を
行
お
う
と
す
る
者
は
登
記
簿
の
記
載
に
よ
り
実
体
上
の
物
権
変
動

の
有
効
性
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
登
記
簿
の
記
載
が
物
権
変
動
の
過

程
を
反
映
し
て
い
な
け
れ
ば
調
査
が
困
難
に
な
る
。
そ
し
て
、
実
体
的
な
物

七
四
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権
変
動
の
過
程
ま
た
は
態
様
と
異
な
る
登
記
を
な
す
べ
き
旨
の
請
求
権
は
当

然
に
は
発
生
せ
ず
、
無
効
登
記
の
名
義
人
に
対
す
る
、
実
体
関
係
に
符
合
さ

せ
る
た
め
の
登
記
請
求
権
の
内
容
は
、
常
に
抹
消
登
記
で
あ
っ
て
移
転
登
記

請
求
は
で
き
な
い
と
い
知
に

こ
れ
以
外
に
も
、
中
間
者
が
い
る
場
合
に
は
、

中
間
省
略
登
記
の
場
合
と
同
様
に
中
間
者
の
抗
弁
権
的
利
益
を
害
し
て
し
ま

う
と
い
う
点
や
、
登
録
免
許
税
の
免
脱
目
的
で
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
も
指
摘

さ
れ
て
い
和
に
た
だ
し
ヽ
近
時
は
、
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
原
因
と
す

る
移
転
登
記
を
、
判
決
に
よ
る
場
合
に
限
り
限
定
的
に
認
め
る
限
定
的
肯
定

説
（卸
）
判
例

・
実
務
と
同
じ
よ
う
に
、
原
則
的
に
肯
定
す
る
原
則
肯
定
説
も

（
３４
）

次
第
に
有
力
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

１
　
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記
が
認
め
ら
れ
る

場
合

【
３
１
①
】
甲
所
有
の
不
動
産
に
つ
い
て
、
甲
↓
乙
と
所
有
権
移
転
登
記
が

（
３５
）

な
さ
れ
た
が
、
甲
乙
間
の
所
有
権
移
転
が
不
存
在

・
無
効
で
あ
る
場
合
。

【
３
１
②
】
甲
所
有
の
不
動
産
に
つ
い
て
、
乙
が
そ
の
所
有
権
を
譲
り
受
け

て
い
る
が
、
甲
か
ら
丙
に
不
存
在
ま
た
は
無
効
な
登
記
原
因
に
よ
り
所
有
権

（３６
）

移
転
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
。

七
四
二

【
３
１
③
】
甲
所
有
の
不
動
産
に
つ
い
て
、
乙
が
不
正
に
乙
名
義
の
所
有
権

（
３７
）

保
存
登
記
を
受
け
た
場
合
。

共
有
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
。

【
３
１
④
】
甲

・
乙
共
有
の
不
動
産
に
つ
い
て
、
乙
名
義
で
所
有
権
保
存
登

記
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
。

最
高
裁
は
こ
の
場
合
、
更
正
登
記
を
す
べ
き
と
す
る
（痴
、）
学
説
の
中
に
は
、

更
正
登
記
に
代
え
て
、
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記

（
３９
）

を
認
め
る
見
解
も
あ
る
。

【
３
１
⑤
】
甲

・
乙
が
共
同
し
て
丙
か
ら
所
有
権
を
取
得
し
た
不
動
産
に
つ

い
て
、
乙
名
義
の
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
。

最
高
裁
は
こ
の
場
合
、
乙
の
所
有
権
移
転
登
記
を
甲

・
乙
の
共
有
と
す
る

（
４０
）

更
正
登
記
を
す
べ
き
と
す
る
。
し
か
し
、
学
説

・
下
級
審
は
こ
の
場
合
に
も

（４．
）

真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記
を
認
め
る
。

【
３
１
⑥
】
甲
所
有
の
不
動
産
に
つ
い
て
、
甲

・
乙
共
有
名
義
の
所
有
権
移

転
登
記
が
な
さ
れ
た
場
合
。

こ
の
場
合
も
本
来
は
更
正
登
記
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
学
説
の
中
に
は

（４２
）

真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記
を
認
め
る
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
判
例
は
、
基
本
的
に
、
更
正
登
記
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に



は
、
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記
を
認
め
て
い
な
い
。

、
２
　
最
高
裁
の
判
断

こ
こ
で
、
も
う

一
度
、
本
判
決
が
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
原
因
と
す

る
移
転
登
記
を
認
め
た
理
由
を
み
て
み
る
と
、
「記
録
に
よ
れ
ば
、
本
件
に

お
い
て
、
被
上
告
人
Ｘ
は
、
登
記
簿
上
は
上
告
人
Ｙ‐又
は
同
ち
の
単
独
所
有

に
係
る
も
の
と
し
て
権
利
関
係
が
表
示
さ
れ
て
い
る
本
件
不
動
産

（１
）
な

い
し

（４
）
に
つ
き
、
被
上
告
人
Ｘ
の
現
在
の
持
分
四
分
の
一
が
表
示
さ
れ

る
よ
う
是
正
を
求
め
て
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
請

求
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
本
件
不
動
産

（１
）
（２
）
（４
）
に
つ
い
て
は
、

被
上
告
人
Ｘ
の
持
分
を
四
分
の

一
と
し
、
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
原
因

と
す
る
所
有
権

一
部
移
転
登
記
手
続
を
求
め
て
」
…

「
い
る
と
解
す
る
こ
と

が
で
き
、
被
上
告
人
Ｘ
の
請
求
は
、
右
の
趣
旨
の
も
の
と
し
て
認
容
す
べ
き

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

最
高
裁
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
更
正
登
記
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
原

則
と
し
て
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記
を
認
め
て
お

ら
ず
、
更
正
登
記
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
代
わ
り
に
真
正
な
登
記
名

義
の
回
復
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記
を
認
め
る
と
い
う
処
理
を
し
て
き
て
お

い
わ
ゆ
る
中
間
省
略
相
続
登
記
の
更
正
方
法
に
関
す
る
事
例

（４３
）
り
、
本
判
決
も
そ
の
流
れ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
抹
消
登
記
の
可
否

本
件
の
場
合
に
、
い
っ
た
ん
Ｙ
ら
名
義
の
移
転
登
記
を
全
部
抹
消
し
て
、

も
う

一
度
、
「甲
↓
乙

・
Ｘ
」
、
「乙
↓
Ｙ
」
の
登
記
を
や
り
直
す
こ
と
が
で

（“
）

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
件
で
、
Ｘ
は
主
位
的
請
求
と
し
て
こ
れ
を
求
め
て

い
た
が
ヽ
原
審
で
否
定
さ
れ
、
上
告
の
対
象
と
は
な
ら
な
か

っ
た
。
判
例
は
、

甲

・
乙
共
有
の
不
動
産
に
つ
い
て
、
甲
が
単
独
の
所
有
権
登
記
を
し
た
場
合

に
、
少
な
く
と
も
甲
の
持
分
に
つ
い
て
の
登
記
は
有
効
な
登
記
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
全
部
抹
消
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、　
一
部
抹
消

（更
正
）
登
記
を
求
め

（４５
）

る
に
と
ど
ま
る
と
す
る
。
し
か
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
全
部
抹
消
登
記
を
認

め
る
べ
き
と
の
下
級
審
判
決
も
存
在
す
（和
″
そ
の
方
が
よ
り
忠
実
に
権
利
変

動
の
過
程
を
登
記
簿
に
反
映
で
き
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。

最
高
裁
の
従
来
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
本
件
に
お
い
て
も
、
Ｙ
名
義
の
登

記
は
有
効
な
登
記
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
全
部
抹
消
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
本
件
の
場
合
に
は
、
真
正
な
登

記
名
義
の
回
復
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記
に
よ
る
是
正
方
法
が
認
め
ら
れ
る

の
で
、
あ
え
て
全
部
抹
消
登
記
を
経
て
新
た
に
移
転
登
記
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

七
四
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は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

五
　
本
判
決

の
射
程

本
判
決
は
事
例
判
決
で
あ
り
、
そ
の
射
程
は
あ
く
ま
で
、
順
次
相
続
が
な

さ
れ
し
か
も
中
間
に
共
同
相
続
が
介
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
中
間
省
略
相

続
登
記
が
な
さ
れ
た
場
合
に
限
定
さ
れ
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
同

一
性
の

判
断
の
要
素
と
し
て
の
登
記
の
個
数
の
問
題
な
ど
は

一
般
化
で
き
る
か
ど
う

か
は
今
後
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

追
記本
稿
は
、
二
〇
〇

一
年
二
月
の
神
戸
大
学
民
法
判
例
研
究
会
で
の
報
告
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
研
究
会
の
席
上
で
は
諸
先
生
方
よ
り
多
く
の
ご
教
示

を
賜

っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
に
代
え
た
い
。

七
四
四

（１
）

金
判

一
〇
八
九
号
三
頁
以
下
の
無
署
名
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
と
、
Ｘ

は
主
位
的
請
求
と
し
て
、
本
件
登
記

（１
）
～

（４
）
の
抹
消
登
記

手
続
を
す
る
こ
と
を
請
求
し
、
第

一
次
的
予
備
的
請
求
と
し
て
、
本

件
登
記

（１
）
（２
）
（４
）
を
、
昭
和
二
七
年
相
続
を
原
因
と
す
る

乙
、
Ｘ
、
訴
外
長
女
、
訴
外
二
女
の
持
分
各
四
分
の
一
と
す
る
所
有

権
移
転
登
記
、
な
ら
び
に
平
成
五
年
相
続
を
原
因
と
す
る
乙
の
持
分

全
部
移
転
登
記
に
更
正
登
記
手
続
き
を
す
る
こ
と
、
本
件
登
記

（３
）

を
、
昭
和
三
七
年
相
続
を
原
因
と
す
る
、
乙
、
Ｘ
、
訴
外
長
女
、
訴

外
二
女
の
持
分
各
四
分
の
一
と
す
る
所
有
権
保
存
登
記
な
ら
び
に
平

成
五
年
相
続
を
原
因
と
す
る
乙
の
持
分
全
部
移
転
登
記
に
更
正
登
記

手
続
を
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
更
正
登

記
は
第
二
次
的
予
備
的
請
求
で
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（２
）

成
田
博

「中
間
省
略
登
記
」
『新
不
動
産
登
記
講
座

・
第
二
巻

総
論
Ⅲ
』
（日
本
評
論
社
、　
一
九
九
八
）
二
五
八
頁
以
下
。

（３
）

昭
和
三
〇
年

一
二
月

一
六
日
民
甲
第
二
六
七
〇
号
民
事
局
長
通
達

ｏ

先
例
集
追
Ｉ
五
〇
七
頁
。
中
間
省
略
相
続
登
記
に
つ
い
て
は
以
下
の

文
献
を
参
照
。
泉
久
雄

「共
同
相
続
、
遺
産
分
割
と
登
記
」
『
不
動

産
登
記
講
座
Ｉ
』
（日
本
評
論
社
、　
一
九
七
六
）
二
五
八
頁
、
香
川

保

一
編

『新
訂
　
不
動
産
登
記
書
式
精
義
　
上
巻
』
（
テ
イ
ハ
ン
、



一
九
九
四
）

一
二
五
九
頁
以
下
、
飛
沢
隆
志

「数
次
相
続
と
相
続
に

よ
る
所
有
権
移
転
登
記
」
『
不
動
産
登
記
先
例
百
選

［第
二
版
ご

（
一
九
八
二
）
五
四
頁
、
中
村
巽

「共
同
相
続
と
登
記
」
判
夕
六
八

八
号

（
一
九
八
九
）
四
三
四
頁
、
中
井

一
士

「本
件
判
批
」
登
記
情

報
四
六
三
号

（二
〇
〇
〇
）
四
五
頁
、
五
〇
頁
。

（４
）

泉

・
前
掲
二
五
九
頁
、
香
川

・
前
掲

一
二
五
九
頁
以
下
、
飛
沢

・

前
掲
五
四
頁
、
中
井

・
前
掲
五

一
頁
。

（５
）

中
井

・
前
掲
五
七
頁
。

（６
）

幾
代
通

（徳
本
伸

一
補
訂
）
『
不
動
産
登
記
法

〔第
四
版
ご

（有

斐
閣
、　
一
九
九
四
）

一
八
四
頁
。

（７
）

奈
良
次
郎

「変
更
登
記

・
更
正
登
記
」
『
不
動
産
法
大
系
　
第
四

巻
　
登
記
』
全
目
林
書
院
、　
一
九
七

一
）
二
七
〇
頁
以
下
、
有
馬
厚

彦

「権
利
の
更
正
の
登
記
が
許
さ
れ
る
場
合

（
そ
の

一
と

登
記
情

報
四
三
〇
号

（
一
九
九
七
）

一
二
四
頁
。

（８
）

小
宮
山
秀
史

「変
更

・
更
正
の
登
記
」
『
新
不
動
産
登
記
講
座

・

第
二
巻
　
総
論
Ⅲ
』
（日
本
評
論
社
、　
一
九
九
八
）
二
三

一
頁
以
下
。

（９
）

阿
部
則
之

「変
更
登
記

・
更
正
登
記
」
『
現
代
　
民
事
裁
判
の
課

題
②

［不
動
産
登
記
置

（新
日
本
法
規
出
版
、　
一
九
九

一
）
二
八
〇

頁
。い

わ
ゆ
る
中
間
省
略
相
続
登
記
の
更
正
方
法
に
関
す
る
事
例

幾
代

ｏ
前
掲

一
八
六
頁
。

昭
和
三
二
年
四
月
二
八
日
民
甲
第
七
八
六
号
民
事
局
長
心
得
通
達

・

先
例
集
追
Ⅱ
二
六

一
頁
。

（‐２
）

昭
和
三
〇
年

一
二
月
二
三
日
民
甲
第
二
七
四
七
号
民
事
局
長
通
達

・

先
例
集
追
Ｉ
五

一
一
頁
。

（Ｂ
）

大
判
昭
和
九
年

一
一
月

一
七
日
民
集

一
三
巻
二

一
三
八
頁
。

（‐４
）

昭
和
四
〇
年

一
〇
月
二
日
民
甲
第
二
八
〇
七
号
民
事
局
長
回
答

・

先
例
集
追
Ⅳ
五
五
九
頁
。

大
判
明
治
三
五
年
五
月
二
〇
日
民
録
八
輯
五
巻

一
五
六
頁
。

最
判
昭
和
三
七
年
五
月
二
四
日
裁
集
民
六
〇
号
七
六
七
頁
。

最
判
昭
和
三
八
年
二
月
二
二
日
民
集

一
七
巻

一
号
二
二
五
頁
。

昭
和
三
六
年

一
〇
月

一
四
日
民
甲
二
六
〇
四
局
長
回
答

・
先
例
集

追
Ⅲ
七
〇
二
頁
。

（‐９
）

昭
和
三
二
年
八
月
三
日
民
甲
第

一
四
五
四
号
民
事
局
長
通
達

・
先

例
集
追
Ⅱ

一
四
四
頁
。

（２０
）

昭
和
三
六
年
八
月

一
四
日
民
甲
第
二
〇
三
〇
号
民
事
局
長
回
答

・

先
例
集
追
Ⅲ
五
九
六
頁
。

（２‐
）

大
判
大
正
四
年

一
二
月
二
三
日
民
録
二

一
輯
二

一
七
三
頁
。

（２２
）

昭
和
五
三
年
二
月

一
五
日
民
甲
第

一
五
二
四
号
民
事
局
第
二
課
長

七
四
五
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法
政
研
究
六
巻
三

・
四
号
公
一〇
〇
二
年
）

依
命
回
答

・
先
例
集
追
Ⅵ
五
三
七
頁
。

（２３
）

幾
代

・
前
掲

一
九
二
頁
注

（１
）．

（２４
）

中
井

・
前
掲
五
三
頁
。

（２５
）
　

「本
件
判
批
」
登
記
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
巻
五
号
九
六
頁
。

（２６
）

登
記
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
前
掲
九
六
頁
。

（２７
）

中
井

・
前
掲
五
三
頁
。

（２８
）

飛
沢

・
前
掲
五
五
頁
。

（２９
）

中
井

・
前
掲
五
四
頁
。

（３０
）

大
判
昭
和

一
六
年
六
月
二
〇
日
民
集
二
〇
巻

一
四
号
八
八
八
頁
、

最
判
昭
和
三
〇
年
七
月
五
国
民
集
九
巻
九
号

一
〇
〇
二
頁
、
昭
和
三

六
年

一
〇
月
二
七
日
民
甲
第
二
七
二
二
号
民
事
局
長
回
答

・
先
例
集

追
Ⅲ
七
〇
四
頁
、
昭
和
三
九
年
二
月

一
七
日
民
事
二
発
第

一
二
五
号

民
事
局
第
二
課
長
回
答

・
先
例
集
追
Ⅳ

一
〇
頁
。

（３‐
）

舟
橋
諄

一
『物
権
法
』
（有
斐
閣
、　
一
九
六
〇
）

一
三
二
頁
以
下
、

我
妻
栄

（有
泉
補
訂
）
『新
訂
物
権
法
』
（岩
波
書
店
、　
一
九
八
三
）

一
四
四
頁
。

（３２
）

田
中
克
志

「真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
の
登
記
」
『新
不
動
産
登

記
講
座

・
第
二
巻
　
総
論
Ⅱ
』
（
日
本
評
論
社
、　
一
九
九
八
）

一
八

〇
頁
以
下
。

七
四
六

（３３
）

杉
之
原
舜

一
『
不
動
産
登
記
法
』
２

粒
社
、　
一
九
五
七
）

一
六

一
頁
、
船
越
隆
司

「真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
の
で
き
る
場
合
」
前

掲
不
動
産
登
記
講
座
Ｉ

一
四
五
頁
。

田
中

・
前
掲

一
八
〇
頁
以
下
。

大
判
明
治
三
八
年
六
月

一
六
日
民
録

一
一
輯
九
七
五
頁
、
大
判
明

治
二
九
年
二
月
二
六
日
民
録

一
二
輯
二
八

一
頁
。

（３６
）

大
判
昭
和

一
六
年
六
月
二
〇
日
民
集
二
〇
巻

一
四
号
八
八
八
頁
、

前
掲

ｏ
最
判
昭
和
三
〇
年
七
月
五
日
民
集
九
巻
九
号

一
〇
〇
二
頁
。

最
判
昭
和
三
二
年
五
月
三
〇
日
民
集

一
一
巻
五
号
八
四
三
頁
。

最
判
昭
和
四
四
年
五
月
二
九
日
判
時
五
六
〇
号
四
四
頁
。

吉
永
順
作

「真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
の
効
力
」
前
掲
不
動
産
登

記
講
座
Ｉ

一
六
五
頁
、
日
中

・
前
掲

一
九
二
頁
。

（４０
）

前
掲

・
最
判
昭
和
三
八
年
二
月
二
二
日
民
集

一
七
巻

一
号
二
二
五

頁
、
最
判
昭
和
五
九
年
四
月
二
四
日
判
時

一
一
二
〇
号
三
八
頁
。

（４．
）

吉
永

・
前
掲

一
六
五
頁
、
東
京
地
判
平
成
五
年
二
月
二
五
日
判
タ

八
四
四
号
二
五
五
頁
。

（４２
）

田
中

止
則
掲

一
九
二
頁
。

（４３
）

最
近
の
も
の
と
し
て
は
、
最
判
平
成

一
一
年
二
月
九
日
判
夕
九
九

九
号
二
三
六
頁
、
最
判
平
成

一
二
年
五
月
三
〇
日
判
時

一
七
二
四
号
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四
五
頁

（千
種
裁
判
官
補
足
意
見
）
が
あ
る
。

（４４
）

中
井

・
前
掲
五
六
頁
。

（
４５
）

前
掲

・
最
判
昭
和
三
八
年
二
月
二
二
日
民
集

一
七
巻

一
号
二
二
五

頁
、
前
掲

・
最
判
昭
和
四
四
年
五
月
二
九
日
判
時
五
六
〇
号
四
四
頁
。

（
４６
）

東
京
高
判
平
成
七
年
五
月
二

一
日
判
夕
九
〇
三
号

一
三
四
頁
、
東

京
高
判
平
成
八
年
五
月
二
〇
日
判
夕
九
二
三
号

一
五
二
頁
。

い
わ
ゆ
る
中
間
省
略
相
続
登
記
の
更
正
方
法
に
関
す
る
事
例

七
四
七


